
268　　　　　　　　　　　　　　　　　東北農業研究　第　9　号

乳用子牛の早期離乳および早期生草給与に関する育成試験

遠藤　昌却・小林　政喜・飯　　武勝

（福島県畜試）

1．ま　え　が　き

酪農家において乳用子牛育成の良否は農家経済に大き

く響くものであり，経済的にしかも発育のよい素牛が得

られゝは酪農の進展には非常に効果的である。

この試験は今後酪農の進展に伴い乳用子牛の集団的な

育成の行われることが予測されるので，これに対応する

集団育成技術と育成費用を低減するために，早期離乳を

行なったのち早期に生草を給与した場合の発育におよぼ

す影響と経済性を追究する目的で行なった。

以下その状況を報告する。

2．試　験　方　法

供託牛は第1表のとおり生年月日の同じ県内産ホルス

タイソ種9頭を用い，生草区5鼠，乾草区4頭に分けそ

れぞれ群飼とした。

なお，試験期間は生後11日～182日令までの172日間

である。

供試飼料の成分及び価格は第2表のとおりで調整脱

粉，人工乳A・B，育成配合は農林省畜託が企画したも

のを用いた。全乳，生草，乾草は農林省畜試の飼料成分

第1表　供　　　試　　　牛

第2表　供託飼料の成分および価格

表によった。

また価格は購入飼料については農林省畜試からの連絡

により，全乳は昭和40年度の乳価より算出した。

生草∴乾草は昭和38年度農林省生産費調査による混播

牧草の生産費を用いた。飼料の給与方法は第1回のとお

りである。

全乳は生後16日令まで16．2物，調整脱粉は44日令まで

18．22物を温湯で10倍にし，1日3回に分け哺乳器を用

いて制限給与した。

また両区とも人工乳Aは11～44日令まで，人工乳Bは

42～100日令まで，育成配合は92～182日令まで給与

し，乾草は生草区11～49日令まで，乾草区は11～182日

令まで．生草は生草区のみ36～182日令まで自由採食と

した。
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第2図　体重の推移
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第3図　体高の採移

なお，水は24～110日令まで体重の10～15％を制限給

水とし，それ以後は自由飲水とした9
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第4図　胸囲の推移

3．試　験　結　果

各部位について日本ホルスタイン登録協会のホルスタ

イン秩雌の発育標準と比較すると第2図～第4図のとお

りである。

体重については開始時生草区はほゞ下弦，乾草区は平

均近くにあったが両区とも3カ月令ころから上昇し，終

了時には両区ともほゞ上弦値となった。

次に体高では開始時は両区とも上弦以上であったが，

月令が進むにつれ低くなり，終了時には両区とも平均値

と上弦の間となった。

胸囲については開始時生草区はほゞ平均像乾草区が

上弦でその後発育は鈍化したが体重同様3カ月令ころよ

り上昇し，終了時には両区とも上弦に近い発育を示した0

体重の増加状況は第3表のとおりである。

生草区は開始時平均体重42・6枚偏差が0・5軸，終了

時平均体重196・0短，偏差が10・4軸で・乾草区は関節時
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第3表　体重の増加状況

項　　　目l生　軍　区

開　始　時　体　重
終　了　時　体　重
増　　　体　　　量
1日当り平均増体量

飼料要求率
DCP
TDN

1晦当り平均飼料費

土

土
3
．
9
2

521g
2，785g
159円

平均体重50．1物，偏差が2．5軸，終了時平均体重202．5

軸，偏差が17．1軸であり，昭和39年度の試験と比較する

とバラツキが少なく均一に発育した。

1kg増俸に要した養分は生草区のDCP5219，TD

N2，785gに対し，乾草区はDCP577g，TDN2，9

35gとなり，1軸増体に要した飼料費は生草区159円に

対し乾草区178円となり，乾草区は飼料費が高くなって

いる。

飼料の摂取量は第5図のとおりであるが制限給与の全

乳，調整脱粉の摂取量は100％で，すなわち両区とも全

乳16．2枚調整脱粉18．22毎で自由摂取であった人工乳

AB，育成配合はいずれも乾草区が生草区より10％ほど

多く摂取している。

要求養分量との関係について

は第6図のとおりである。

農林省畜試で企画した要求養

分量と実際に摂取した養分量と

の関係を表わしたのがこの図で

実線で表わしたのが要求養分量

である。

この図でわかるように，摂取

養分量は3カ月令ころの人工乳

A．B給与期間までは要求養分

量を下廻わり，それ以後の育成

配合給与時からは大巾に要求養

分量を上廻っている。

なお，要求量に対する摂取量

の割合は生草区においてほ，D

M130％，DCP152％，TD

N140％で，乾草区においては

DM145％，DCP154％，T

DN15395となり．いずれも乾

草区の方が生草区より多くなっ

ている。
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比率については第7図のとおりである。

飼料費絶後は生草区24，259円，乾草区27，085円でその

内訳はこの図のとおりである。

これを昭和39年度実施した本試験の飼料費と比較する

と，39年度が生草区19，713円，乾草区20，466円と40年度

より安くなっているが，これを1毎増体に要した飼料費

と比較すると39年度が生草区182円，乾草区214円，40

年度は生草区159円，乾草区178と逆に40年度の方が安

くなっている。

このことは40年度は39年度より喰い込みが大であり，

より発育が良かったことを示している。

4．考　　　　　嚢

発育度，育成に要した飼料費並びに飼料の要求率より

みると有意差’よなかったが，いずれも生草区が乾草区よ

り良好な成紋を示した。

昭和39年度も同様な結果を得ているので早期生草給与

は「育成期の粗飼料は乾草で」と云う慣行法と比べ，何

等差はなくむしろ有利であるといえる。

ただ，早期離乳における人工乳A・Bの採食率，その

時期の下痢などに多少の問題があるので安全にしてしか

もより安く乳用子牛を育成する技術を確立すべくさらに

試験を続けたいと思う。

凍結精液の授精成績について

－岩手県における昭和40年実施成績－

関　　毅一・青田　宇八・青田　泰雄・小原　勝明

行方　秀夫・中村　　仁・佐々木精三郎

（岩手県畜試）

1．ま　え　が　き

1．岩手県における凍結精液の利用は昭和35年8月場

内繋養乳牛に試験的に使用したことに始まり，37年2月

から県内5～8カ所のサブセソクー管内で実用化試験を

行い，その成績を検討していたが，39年の成鰍ま1，517頭

に授精し，1回で786頭受胎し55，5％の受胎率であった

2．昭和39年の県内における精液の使用は72，492本

で，その71．4％の51，785本は畜産試験場から供給してい

るが，畜試の精液についてみると使用率は61．6％で，38

．4％の36，203本は廃棄されている。また26頭の種雄牛を

供用したが，特定の種雄牛に需要が集中するので液状精

第　2　表　　授　精

第1表　精液使用　状況

自40．1，1至40．12．31
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